
理学療法学科・作業療法学科 1 年 

授業科目名 心理学 

区分 基礎分野 

学期、単位、時間 後期  2 単位  30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 心理学 

担当講師 塚原 健司 

実務経験 ■有 □ 無  関連資格：臨床心理士・公認心理士 

授業の目的 ・心理学的なものの考え方について理解することで、人間に対する科学的な見

方を学び専門職としての素地を耕してもらいたい。 

・クライエント(対象者)の話を聴くことの意味・大切さを実感・体験すること

で、OT・PT としての専門性を高めてもらいたい。 

授業の概要  

1 オリエンテーション・記憶のしくみ 

2 描画テストを体験する 

3 感覚・知覚・認知 

4 感情・欲求・動機づけ 

5 人の話を聴くために 

6 環境と遺伝 

7 幼児期・学童期 

8 アイデンティティ 

9 青年期  

10 成人・老年期 

11 死と向かい合う 

12 対人認知・対人関係・集団 

13 日常生活と心の健康 

14 社会心理学 

15 期末テスト 

 ・学習の進度や状況によって変更することもあります。 

 ・適時 DVD などの教材を利用します。 

テキスト 

 

参考書 

 

・「聞く」ことの力-臨床哲学試論- 鷲田清一 阪急コミュニケーションズ 

評価の方法 出席(授業態度も含まれます)  ４０％ 

レポート           ３０％ 

期末テスト          ３０％ 

授業の形式 

受講上の注意 

・基本的には講義形式ですが、グルーブワークや演習もあります。また積極的

な発言を期待しています。 

はくほう会医療専門学校赤穂校  



理学療法学科・作業療法学科 1 年 

授業科目名 文学 

区分 基礎分野 

学期、単位、時間 後期  1 単位  15 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

授業科目名 文学 

担当講師 西田 美惠子 

授業の目的 今、医療・政治経済・芸術文学等様々な観点で、益々地球規模的視野を持たざる

を得なくなっている。これに鑑み、足元の自国のアイデンティティを持つ資質も

不可欠といえよう。ついては、文学の起点となる『万葉集』『古今和歌集』『伊勢・

源氏物語』をそれぞれ部分的に取り上げたい。『万葉集』では文字を持たなかっ

た日本人が漢字による借音文字「万葉仮名」の発明により、世界最古で稀有な歌

集を編纂し、その後百年余りで平仮名を用いた歌集『古今和歌集』が編纂され、

日本独特の文字文化が時代背景のもとで変容する。そして宮中サロンで人気と

なった『伊勢物語』から、世界初の女流文学の『源氏物語』へと繋がっていくが、

その爆発的な奈良・平安時代における日本のエネルギッシュな古典に心惹かれ

る海外の文化人にドナルド・キーンを取り上げ、グローバル社会への切り口とし

たい。なお、古典文学には往時独特の自然観・人間観や、現代の日常生活と重な

る部分などがあり、受け継がれてきた心の礎を確認し、またその枠を広げたい。 

授業の概要 １ 日本最古の稀有な歌集「万葉集」（成立 8 世紀末） 

⑴世界に類をみない「万葉集」の歌道～身分に関係なく選出された歌群 

⑵歌体～短歌・長歌・旋頭歌  （現代に通じる情緒や暮らしぶり） 

 ⑶万葉仮名の意義～文字のなかった上代における文字の獲得（和魂漢才） 

  著名な雑歌・問答歌の紹介  額田王の歌の英語訳 

２ 古今和歌集～905 年（初の平仮名による勅撰和歌集）（仁明サロン） 

⑵ 紀貫之「古今集仮名序」の意義・・・仮名文字文化の到来 

 ⑵文学の興隆を導いた仮名文字と、六歌仙の華々しい贈答歌群 

３ 伊勢物語～古今和歌集の影響と在原業平 

 ・小野小町 ・四宮親王 蝉丸 ・惟喬親王 

４ 「源氏物語」～紫式部の周辺(日本よりアメリカにおいて研究が深い存在) 

 ⑴「源氏物語」54 帖の梗概 

 ⑵第４帖「夕顔」 光源氏と夕顔が出会う場面 和歌の遣り取り 

テキスト 

参考書 

レジュメ  テストは万葉集の後と、最後の時間の二回 

「万葉集」「古今和歌集」(原文と現代訳の対になったものを推奨)、また「ドナル

ド・キーン著作集」などどれでも参考に。「源氏物語」の現代訳者は多い。与謝

野晶子、谷崎潤一郎、円地文子、瀬戸内寂聴、若手は角田光代～。お好みを。 

評価の方法 １、毎回のワークシート、欠席の時は後日提出。 

２、記述テスト二回 （万葉集までと、それ以降） 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 1 年 

授業科目名 医学英語 

区分 基礎分野 

学期、単位、時間 後期  1 単位  15 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 医学英語 

担当講師 重信 雅春 先生 

授業の目的 健康・福祉関係の話題に関する英語の統合能力を養成する。また、学生が PT・

OT に成長した際に必要な英単語を解説し、将来のために有用な学習とする。 

授業の概要 1 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit1～2・・・①授業中に配布するプリ

ントに従って解説する。②Unit1～2 事前に自習し解答しておくこと。 

2 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit3～4・・・①授業中に配布するプリ

ントに従って解説する。②Unit3～4 事前に自習し解答しておくこと。 

3 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit5～6・・・①授業中に配布するプリ

ントに従って解説する。②Unit5～6 事前に自習し解答しておくこと。 

4 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit7～8・・・①授業中に配布するプリ

ントに従って解説する。②Unit7～8 事前に自習し解答しておくこと。 

5 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit9～11・・・①授業中に配布するプリ

ントに従って解説する。②Unit9～11 事前に自習し解答しておくこと。 

6 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit12～14・・・①授業中に配布するプ

リントに従って解説する。②Unit12～14 事前に自習し解答しておくこと。 

7 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit15～17・・・①授業中に配布するプ

リントに従って解説する。②Unit15～17 事前に自習し解答しておくこと。 

8 回目：①PT・OT に必要な英単語②unit18～20・・・①授業中に配布するプ

リントに従って解説する。②Unit18～20 事前に自習し解答しておくこと。 

テキスト 

参考書 

椋平淳 深山昌子 他：Curing the Future-Current Topics of health-.成美堂 

プリント資料 

評価の方法 講義毎の感想文による 

 

授業の形式 

受講上の注意 

講義 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科１年 

授業科目名 解剖学Ⅲ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 解剖学Ⅲ 

担当講師 小林 憲人 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 理学療法士  》 

授業の目的 本講義では脳を学び、役割・病態・患者像を説明できるようになる。 

・脳・神経の場所・役割・働きや脳と神経との関係性を説明できる。 

・脳の損傷部位から病態像（状態）を表現できる。 

・脳の局在から病態を生理・説明できる。 

授業の概要 授業の概略構成 

1. 神経系総論 

（神経系の分類、細胞、求心性神経と遠心性神経、灰白質と白質、シナ

プス、神経系の発生） 

・全体的に理解し説明できるようになる。 

2. 中枢神経各論 

（髄膜・脳室・脳脊髄液、脊髄、脳（大脳、間脳、中脳、橋、延髄、小

脳） 

・局在から役割・働きを説明できる。 

3. 末梢神経各論（脊髄神経、脳神経、自律神経系） 

・神経の働き・部位などが説明できるようになる。 

4. 感覚・運動の伝導路 

・細かい場所を理解し、病態解釈に役立てる。 

5. 感覚器系（外皮、味覚器、平衡聴覚器、視覚器） 

・感覚器の働き・役割を説明できるようになる。 

テキスト 

参考書 

PT・OT・ST のための解剖学 

生理学 

評価の方法 定期テスト・小テスト・グループワーク 

授業の形式 

受講上の注意 

座学形式・グループワーク 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 １年 

授業科目名 生理学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期  １単位  ３０時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 生理学 

担当講師 森澤 文博 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 理学療法士  》 

授業の目的 ヒトが生きているということはどういうことか、 

ヒトが生きていくためにどのような営みをしているかを考え理解する。 

授業の概要  

physiology（生理学） 

 

第７章  血液 

 

第８章  心臓と循環 

 

第９章  呼吸とガスの運搬 

 

第１２章 消化と吸収 

 

第６章  感覚 

 

テキスト 

参考書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 生理学 第 5 版：医学書院 

 

評価の方法 筆記試験 

授業の形式 

受講上の注意 

 

座学形式 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 １年 

授業科目名 生理学演習 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期  １単位  ３０時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 生理学演習 

担当講師 森澤 文博 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 理学療法士  》 

授業の目的 

ヒトは生体内外の種々の変化に適応し全体として調和のとれた生命現象を営んで

いる。この調和が崩れたものが疾病であり、今後疾病を理解するうえで重要なヒトの

正常機能を暗記ではなく、理解することを目的とする。 

 

授業の概要 

 

 

physiology（生理学）とは 

 

第 10章 尿の生成と排泄 

第 11章 酸-塩基平衡 

第 13章 内分泌 

第 6章  感覚 

第 4章  中枢神経  

 

 

テキスト 

参考書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 生理学：医学書院 

評価の方法 筆記試験 

授業の形式 

受講上の注意 

 

座学形式 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 1 年 

授業科目名 運動生理学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期  1 単位  30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 運動生理学 

担当講師 中村 めぐみ 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 理学療法士  》 

授業の目的 方向目標 

運動生理学は身体の運動に対する生理反応を理解する学問である。まず基礎と

なる健常者が運動を行った際の生理反応や、運動不足の弊害や運動が身体に及

ぼす影響を理解し、運動処方を行えるようにする。 

授業の概要 １．骨格筋の構造と筋収縮 

２．神経系の役割 

３．運動と循環・呼吸 

４．運動とエネルギー源 

５．エネルギー消費量 

６．身体組成・体格 

７．筋肉づくりとタンパク質 

８．骨づくりと栄養素 

９．体温調節と水分補給 

１０．加齢に伴う身体機能の変化 

１１．運動と健康 

１２．身体活動と健康 

１３．スポーツ選手の食事管理 

テキスト 

参考書 

栄養科学イラストレイテッド 運動生理学 羊土社 

評価の方法 定期試験 

授業の形式 

受講上の注意 

座学 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 1 年 

授業科目名 運動学演習Ⅰ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期  1 単位  30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 運動学演習Ⅰ 

担当講師 橋本 宜昭 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 理学療法士  》 

授業の目的  一般目標 

・運動学の知識のもとに、実際の身体運動を分析することを通じてその仕 

組みについて理解を深める 

 行動目標 

・筋骨格系の構造・機能と関節運動について理解する。 

・理想的とされている姿勢や基本動作を理解する 

・姿勢保持、基本動作に必要な筋活動を理解する 

 

授業の概要  

・下肢関節の構造・機能と関節運動 

・下肢に関する実習 

・肩関節、肩甲帯の構造・機能と関節運動 

・肩関節、肩甲帯の実習 

・肘関節～手指の構造・機能と関節運動 

・肘関節～手指の実習 

・脊柱・体幹の構造・機能と関節運動 

・脊柱・体幹の実習 

・歩行について 

 

テキスト 

参考書 

基礎運動学 第６版：医歯薬出版株式会社 

配布資料 

評価の方法 筆記試験 

レポート課題 

 

授業の形式 

受講上の注意 

座学・実技形式 

はくほう会医療専門学校赤穂校 



理学療法・作業療法学科 2 年 

授業科目名 臨床心理学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期  1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 臨床心理学 

担当講師 高田 豊司 先生 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 臨床心理士  》 

授業の目的 心理アセスメント、心理面接技法など臨床心理学の基礎的知識と技能を学ぶこ

とで、良好な対人コミュニケーション技術を習得し、臨床心理士や精神科医等、他

職種との連携を図れるようになる。 

授業の概要 
１回 臨床心理学とは（オリエンテーション） 

２回 心理アセスメントⅠ（アセスメントの種類と知的・発達のアセスメント） 

３回 心理アセスメントⅡ（質問紙法） 

４回 心理アセスメントⅢ（投映法） 

５回 心理療法Ⅰ-精神分析的心理療法と来談者中心療法- 

６回 心理療法Ⅱ-行動療法と認知行動療法- 

７回 心理療法Ⅲ-その他の心理療法- 

８回 ストレス・マネジメント 

９回 怒りのマネジメント 

10 回 ソーシャルスキル・トレーニング 

11 回 発達障害の心理療法 

12 回 精神障害の心理療法 

13 回 相談面接の技法Ⅰ（相談環境の設定とマイクロカウンセリングの技法） 

14 回 相談面接の技法Ⅱ（紙上応答訓練・ロールプレイ） 

15 回 定期テスト 

キスト 

参考書 

授業時に適宜資料を配布する。 

評価の方法 定期テスト 60 点（資料、講義ノート持ち込み可） 

出席 15 点、レポート 25 点 

授業の形式 

受講上の注意 

講義による知的理解だけではなく、架空事例などを提示したり、具体的なワークを

行ったりすることで体験的に理解を深められるように進める。そのため、積極的な

参加を求める。 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 1 年 

授業科目名 一般臨床医学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期  1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 一般臨床医学 

担当講師 萱野 公一  

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 医師  》 

授業の目的 臨床における医学の基礎を学ぶ。 

授業の概要 １． ライフサイクル 

２． 問診と診察 

３． 手術 

４． 損傷 

５． 外科感染症 

６． 腫瘍 

７． 周産期の管理 

８． 術後管理 

９． 輸血 

１０． ショック 

１１． 移植 

１２． 医用工学 

１３． 人工臓器 

１４． まとめ 

１５． 試験 

テキスト 

参考書 

最新外科学 

評価の方法 定期試験による 

授業の形式 

受講上の注意 

座学 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科１年 

授業科目名 内科学 

区分 専門基礎分野 

学期，単位，時間 後期  １単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 内科学 

担当講師 津田 朋広 先生、 傳 秋光 先生 

実務経験 ☑️ 有  □ 無  《 医師 》 

授業の目的 リハビリテーションを実施するために、必要不可欠な内科学の知識を身につける。 

授業の概要 １．  第 1～3 章 内科学とは 内科的診断と治療の実際 症候学 

２．  第 4 章 循環器疾患 

３．  第 5 章 呼吸器疾患 

４．  第 6 章 消化器疾患 

５．  第 7 章 肝胆膵疾患 

６．  第 8 章 血液・造血器疾患 

７．  第 9 章 代謝性疾患 

８．  第 10 章 内分泌疾患 

９．  第 12 章 アレルギー疾患、膠原病と類縁疾患、免疫不全症 

１０． 第 13 章 感染症 

（１～１０回：津田先生担当） 

１１． 糖尿病について 

１２． 糖尿病について 

１３． 腎機能障害について 

１４． 腎機能障害について 

（１１～１４回：傳先生担当） 

１５． 筆記試験 

テキスト 

参考書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 内科学 

配布資料 

評価の方法 筆記試験による 

授業の形式 

受講上の注意 

 

座学 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 



理学療法学科・作業療法学科１年 

授業科目名 整形外科学Ⅰ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 整形外科学 

担当講師 高橋 欣吾・古谷 友希 

実務経験 有り 関連資格：医師 

授業の目的 整形外科疾患に関する治療法とその後のリハビリテーションについて理解す

る 

授業の概要 １．   整形外科の基礎科学（骨） 

２．   整形外科の基礎科学（関節） 

３．   整形外科の基礎科学（神経・筋・痛み） 

４．   診断総論 

５．   治療学総論 

６．   軟部組織・骨・関節の感染症 

７．   リウマチ性疾患 

８．   慢性関節疾患（退行性・代謝性） 

９．   四肢循環障害と阻血性壊死疾患 

１０． 先天性骨系統疾患 

１１． 代謝性骨疾患 

１２． 骨腫瘍・神経筋疾患 

１３． 脊椎の疾患（１）頚椎・胸部 

１４． 脊椎の疾患（２）胸椎・腰推 

１５． 定期試験 

テキスト 

参考書 

標準整形外科学 第 14 版 

評価の方法 試験結果による 

授業の形式 

受講上の注意 

座学 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科１年 

授業科目名 神経内科学Ⅰ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 30時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 神経内科学Ⅰ 

担当講師 田村 優加子・和田 研介  

実務経験 田村 優加子：あり 関連資格：医師 

和田 研介 ：あり 関連資格：理学療法士 

授業の目的 リハビリテーション医療の対象となる、神経疾患の病態と診断、治療について理解する。 

授業の概要  

1回目  障害とリハビリテーション・中枢神経の解剖と機能 

2回目  神経学的診断と評価・神経学的検査法 

3回目  意識障害、脳死、植物状態、頭痛、眩暈、失神 

4回目  運動麻痺・感覚障害 

5回目  錐体外路徴候、不随意運動 

6回目  感覚障害 

7回目  高次脳機能障害 失語症 

8回目  高次脳機能障害 失行・失認 

9回目  高次脳機能障害 記憶障害・認知症 

10回目 高次脳機能障害 注意障害・遂行機能障害 

11回目 構音障害 

12回目 嚥下障害 

13回目 脳神経外科領域の疾患１ 

14回目 脳神経外科領域の疾患２ 

 

傳先生の画像診断の講義が２コマ入る 

テキスト 

参考書 

標準理学療法学・作業療法学 基礎専門分野 「神経内科学」 

評価の方法 定期試験による 

授業の形式 

受講上の注意 

 

座学 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法・作業療法学科２年 

授業科目名 精神医学Ⅱ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 精神医学Ⅱ 

担当講師 塚原健司 

実務経験 ■有 □ 無  関連資格：精神保健福祉士・公認心理士 

授業の目的 ・OT・PT として業務を進めていく上で必要な精神医学の理解を深める。 

授業の概要  

1 薬理学 

2 気分障害 Ⅰ 

3 気分障害 Ⅱ 

4 パーソナリティ障害 Ⅰ 

5 パーソナリティ障害 Ⅱ 

6 摂食障害 

7 神経症性障害 Ⅰ 

8 神経症性障害 Ⅱ 

9 発達障害 Ⅰ 

10 発達障害 Ⅱ 

11 不登校・知的障害  

12 精神障害と生活システム  

13 自殺予防 

14 期末テスト対策 

15 期末テスト 

 

 ・学習の進度や状況によって変更することもあります。 

 ・適時 DVD や事例などの資料も利用して分かり易い講義になるように努力

します。 

テキスト 

参考書 

新・精神保健福祉士養成講座 精神疾患とその治療  

日本精神保健福祉士養成校協会(編) 中央法規 

臨床につながる精神医学 渡辺雅幸 医歯薬出版 

評価の方法 出席 (授業態度も含まれます)   ４０％ 

レポート             ３０％ 

期末テスト            ３０％ 

 

授業の形式 

受講上の注意 

・基本的には講義形式ですがグループワークもあります。積極的な授業への参

加を期待します。 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科 2 年 

授業科目名 老年医学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 老年医学 

担当講師 藤村 忠史  

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 理学療法士  》 

授業の目的 人間の誰しもに起こる老化の理解を高める。また今後のリハビリテーション分野

における対象者の中心となる高齢者の特徴を理解する。さらに症候学を再学習し、

若年層と比較してどのようにアプローチをすればよいのか考えることができる知

識を身につける。 

授業の概要 ・講義の進め方 

 ①講義は座学にて行う。 

 ②講義を三回実施した後に小テストを実施することで理解度を深める。 

 

・主な項目 

① 加齢と老化：老化と老人病の考え方 

② 加齢と老化：加齢に伴う変化 生理機能 

③ 加齢と老化：加齢に伴う変化 運動機能 精神心理面 

④ 高齢者へのアプローチ：高齢者の定義 人口動態 高齢者との接し方 

⑤ 高齢者へのアプローチ：高齢者の機能評価 退院支援 

⑥ 高齢者に特徴的な症候と疾患：老年症候群 循環器疾患 

⑦ 高齢者に特徴的な症候と疾患：呼吸器疾患 消化器疾患 

⑧ 高齢者に特徴的な症候と疾患：骨・運動器疾患 神経疾患 

⑨ 高齢者に特徴的な症候と疾患：精神疾患 内分泌疾患 

⑩ 高齢者に特徴的な症候と疾患：血液疾患・免疫疾患 腎・泌尿器疾患 

⑪ 高齢者に特徴的な症候と疾患：皮膚・口腔疾患 感染症 

⑫ 高齢者に特徴的な症候と疾患：耳鼻咽喉疾患 眼疾患 

※2 回は吸引講義。 

テキスト 

参考書 

標準理学療法・作業療法学 専門基礎分野 老年学 第 3 版 

医学書院 

評価の方法 後期定期試験 

合計 100 点で成績を評価する。 

授業の形式 

受講上の注意 

座学形式 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学・作業療法学科 1 年 

授業科目名 小児科学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 小児科学 

担当講師 宍戸  聖弥 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 
①子どもの成長・発達学の基礎を知ること。 

②小児期に生じやすい疾患の病態の基礎を知ること。  

授業の概要 

第 1-2 回 

人間発達と小児科学 

＜到達目標＞ 

①発達の定義や小児科学の成り立ちを理解できる。 

②発達の多様性や相互作用について理解できる。 

第 3-4 回 

心身機能の発達の基礎 

＜到達目標＞ 

①子どもの身体の発達のマイルストーンついて理解できる。 

②子どもの反射を知り、実演できる。 

第 5-6 回 

脳機能の発達と感覚機能の発達 

＜到達目標＞ 

①脳の基礎を学び、発達との関係を理解できる。 

②人間の感覚について理解することができる。 

第 7 回 

重症心身障害について学ぶことができる。 

＜到達目標＞ 

①重症心身障害について概要を理解できる。 

②日本の少子高齢について学び、日本の医療の現状を知る。 

第 8-9 回 

身体機能（循環器を中心に） 

＜到達目標＞ 

①循環器の発達について概要を知ることができる、 

②心電図や心疾患について理解できる。 

第 10-14 回 

小児の疾患（ダウン症、脳性麻痺、筋ジストロフィー等）について 

＜到達目標＞ 

①小児疾患の内、PT/OT に関係の多い疾患について理解できる。 

②疾患の特徴を知り、療法士としての観察評価ができる。 

第 15 回 定期テスト（第 1 回から 14 回で学んだ内容について） 

テキスト 

参考書 

＜必須＞・人間発達とライフサイクル / 辛島千恵子 編：理工図書  

＜参考＞・標準理学療法・作業療法学 専門基礎分野「小児科学」/ 冨田豊 編：医学書院 

評価の方法 レポート課題および定期テスト得点の合計が 60 点以上を合格とする。 



授業の形式 

受講上の注意 
座学、グループワークなど 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法・作業療法学科 2 年 

授業科目名 精神医学Ⅱ 

区分 専門基礎分野 

学期、コマ 後期 １単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 精神医学Ⅱ 

担当講師 塚原 健司 

授業の目的 各精神疾患の概要（分類、症状、原因と治療法など）を理解する。 

 

授業の概要 1 オリエンテーション・前期試験の解説とまとめ 

2 統合失調症について 

3    続き 

4   続き 

5 気分障害 

6    続き 

7 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害 

8   続き 

9 摂食障害 

10 人格障害 

11 睡眠障害 精神遅滞（発達障害） 

12 児童・青年期精神障害（AD／HD 広汎性発達障害など） 

13 心理社会的治療・リハビリテーション（治療的介入技術）期末試験について 

 

テキスト 

参考書 

「学生のための精神医学 第２版」 医歯薬出版株式会社 

配布資料 

その他 

評価の方法 定期試験 

 

授業の形式 

受講上の注意 

講義を中心とした座学 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科１年 

授業科目名 統計学 

区分 基礎分野 

学期、単位、時間 後期  2 単位  30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 統計学 

担当講師 亀山 一義  宍戸 聖弥 

実務経験 ☑  ️ 有    □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 根拠に基づいた理学療法および作業療法を実践するためには，学術論文等の研

究報告を正しく解釈する必要がある．それらを正しく解釈するために統計学は

基本的な知識となる．本講義ではリハビリテーション領域で用いられる頻度の

高い統計手法を理解し，学術論文を理解することを目的とする． 

授業の概要 第 1回 EBM について（担当：亀山） 

《到達目標》 

①：理学療法・作業療法について考える． 

②：根拠に基づいた理学療法・作業療法を実践する方法を理解する． 

第 2回 研究デザインと妥当性（担当：亀山） 

《到達目標》 

①：研究の必要性を知る． 

②：理学療法士・作業療法士が実践する研究を理解する． 

③：研究デザインと妥当性を理解する． 

第 3回 統計学の基礎（担当：亀山） 

《到達目標》 

①：統計学の必要性を理解する． 

②：統計学の基礎事項（平均の性質，標準誤差など）を理解する． 

③：データの尺度を理解する． 

第 4回 推定と検定の基礎（担当：亀山） 

《到達目標》 

①：推定と検定の仕組みを理解する． 

②：帰無仮説と対立仮説を理解し，仮説を立てることができる． 

③：有意水準と信頼区間の解釈を理解する． 

第 5-6

回 

2 標本の差の検定（担当：亀山） 

《到達目標》 

①：パラメトリック法とノンパラメトリック法を理解する． 

②：検定結果を理解し，解釈できる． 

第 7-8

回 

相関の検定（担当：亀山） 

《到達目標》 

①：相関の概略を理解する． 

②：検定結果を理解し，解釈できる． 

第 9-10

回 

回帰分析（担当：宍戸） 

《到達目標》 



①：回帰分析とその種類について概要を理解する． 

②：検定結果を理解し，解釈できる． 

第 11回 グループテスト 

テスト内容：第 1-12 回までの配布資料から出題 

第 13-15 回 論文を読む 

《到達目標》 

①：Google Scholar・J-STAGE を利用し，文献検索ができる． 

②：論文で使用されている統計手法を理解できる． 

③：論文内容を理解し，まとめることができる． 

テキスト 

参考書 

参考書 

・石川朗著：リハビリテーション統計学 

・関屋著：真に役立つ研究のデザインと統計処理 

・有田清三郎著：医療のための統計学-データ解析の基礎と応用- 

評価の方法 ・グループ単位で実施する筆記テスト（50%） 

・レポート課題（50%） 

授業の形式 

受講上の注意 
座学 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学・作業療法学科 2 年 

授業科目名 病理学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 病理学 

担当講師 傳 明光 宍戸・赤堀 

実務経験 ☑有  □ 無  関連資格 医師（傳），作業療法士（宍戸・赤堀） 

授業の目的 リハビリテーション専門家として必要な病気の原因とそれに対する生体反応、

病気の経過・転帰など病気及び病的状態の本質を学ぶ。 

授業の概要  １．病理学の領域 

２．細胞組織とその障害 

 ３．再生と修復 

４．循環障害 

 ５．炎症 

６．免疫とアレルギー 

 ７．感染症 

８．代謝異常 

９．老化と老年学 

１０．新生児の病理 

 １１．先天異常 

１２．腫瘍 

 １３．生命の危機 

１４．循環系 

 １５．呼吸器系 

１６．歯・口腔系 

 １７．消化器系 

１８．内分泌系 

 １９．造血系 

２０．腎・尿路系 

 ２１．生殖系 

２２．脳・神経系 

 ２３．運動系 

２４．感覚器系  

テキスト参考書 カラーで学べる病理学(別冊整理ノート付) 

評価の方法 定期試験による 

授業の形式 

受講上の注意 

座学 
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理学療法学科・作業療法学科 2 年 

授業科目名 保健医療福祉制度論 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 保健医療福祉制度論 

担当講師 桑原 理恵 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 社会福祉士  》 

授業の目的 現在施行されている制度について理解する 

授業の概要 １．オリエンテーション 

２．社会保障制度の歴史、病院の種類① 

３．病院の種類②、医療保険制度① 

４．医療保険制度② 

５．生活保護制度について 

６．年金制度について① 

７．年金制度について②、介護保険制度について① 

８．介護保険制度について② 

９．退院支援について、グループワーク 

１０．障害者制度について 

１１．障害者サービスについて 

１２．家庭・子どもの制度について 

１３．虐待防止法について、自然災害時の制度 

１４．補足 2025 年問題など 

テキスト 

参考書 

医療福祉総合ガイドブック 

資料配布 

評価の方法 定期試験 

授業の形式 

受講上の注意 

講義 
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作業療法学科 1 年 

授業科目名 機能解剖学 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 機能解剖学 

担当講師 武田 照麻 

実務経験 ■ 有  □無 《関連資格 作業療法士》 

授業の目的 作業療法を行っていくうえで 

必要な骨・筋肉・靭帯の触診技術を習得する。 

授業の概要 《教育目標》 

上肢、下肢、体幹の骨・筋肉・靭帯を触診することで 

その解剖学的な機能を理解する。 

 

《行動目標》 

上肢、下肢、体幹の機能解剖学的に重要となる部位を正確に触診する。 

 

 

 

オリエンテーション 

上肢の骨、筋肉・靭帯の触診方法を学び、解剖学的機能を考える 

下肢の骨、筋肉・靭帯の触診方法を学び、解剖学的機能を考える 

体幹の骨、筋肉・靭帯の触診方法を学び、解剖学的機能を考える 

 

テキスト 

参考書 

運動療法のための機能解剖学的触診技術（上肢、下肢・体幹）メジカルビュー 

評価の方法 口頭試問、実技試験の総合判定とする。 

授業の形式 

受講上の注意 

実技中心とする 

＊講義は骨・筋・靭帯の触診を行うので、動きやすくまた触診が行いやすい服

装で出席するようにして下さい。 
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作業療法学科 2 年 

授業科目名 リハビリテーション機器・職業関連活動 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 リハビリテーション機器・職業関連活動 

担当講師 國近 敏伸 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 ・福祉機器の適応や環境整備についてについて学ぶ（起居動作、移乗、移動動作、

食事動作、環境制御装置） 

・就労支援に関する理論、障害者の雇用促進等に関する法律について理解する 

・各疾患の特徴を踏まえた就労支援について学習する 

授業の概要 第①～⑦回  リハビリテーション機器 

オリエンテーション授業の進め方・評価 

 福祉用具総論（定義・アセスメント・リスクマネージメント） 

 起居動作・移乗 

 移動に関する AT（歩行に関する AT・車いす採寸） 

 ADL に関する AT 

・兵庫県立西播磨総合リハビリテーションセンターの見学（１０月予定） 

＜到達目標＞ 

・ 福祉用具供給システムについて説明できる。  

・ 福祉用具のアセスメントについて説明できる。  

・ 福祉用具の安全性について説明できる。  

・ 主たる福祉用具について体験し、適用や選定ができる 

第⑧～⑭  職業関連活動 

 人と職業（職業の定義・職業的発達） 

 障害者の就労制度 

 作業療法における職業評価 

＜到達目標＞ 

・ 職業の定義とキャリア発達について説明できる。  

・ 職業支援に関する理論について説明できる。  

・ 障害者の就労制度について説明できる。  

・ 就労支援おける作業療法の役割について説明できる。 

第⑮回 期末試験 

テキスト 

参考書 

作業療法学全書『作業療法技術学 4 職業関連活動』  共同医書出版社 

配布資料など  

評価の方法 発表内容   提出物   定期試験 

授業の形式 

受講上の注意 

小テスト グループ発表・実習・座学など 
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作業療法学科 1 年 

授業科目名 介護体験実習 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 ４５時間   

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 介護体験実習 

担当講師 宍戸 聖弥 

授業の目的 社会人としての態度を身につける。 

授業の概要 １．実習病院・施設の規則を守る。 

２．時間的観念を持ち、責任ある行動が取れる。医療人としての身だしなみに

配慮する。 

３．職員に節度ある言葉を使い、礼儀を尽くして接する。 

４．患者・利用者に節度のある言葉を使い、礼儀を尽くして接する。 

５．患者・利用者の人間性を尊重し、プライバシーを配慮する。 

６．知識・技術に対する向上心・探究心を発揮する。 

テキスト 

参考書 

 

評価の方法 実習の手引き参照 

授業の形式 

受講上の注意 
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作業療法学科 2 年 

授業科目名 高次神経障害治療学演習 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 高次神経障害治療学演習 

担当講師 宍戸  聖弥、赤堀将孝 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 
①高次脳機能障害の基礎知識、病態や発生機序、治療原理について理解をできる。 

②高次脳機能の各種評価方法を実践し、作業療法との関連を理解できる。 

授業の概要 

第 1-3 回 

前期の振り返り及び画像診断について（担当：宍戸） 

＜到達目標＞ 

①CTや MRI を用いた脳画像とその局在について理解できる。 

②関連する高次脳機能障害について理解できる。 

第 4-5 回 

注意障害（担当：宍戸） 

＜到達目標＞ 

①注意障害の定義と、その要点を述べることができる。 

②注意障害の評価と治療方法について理解できる。 

③注意障害を伴う症例に対する治療の実際を概略説明できる。 

第 6-8 回 

記憶（担当：宍戸） 

＜到達目標＞ 

①記憶及び認知症の定義と、その要点を述べることができる。 

②記憶障害の評価と治療方法について理解できる。 

③記憶障害を伴う症例に対する治療の実際を概略説明できる。 

第 9-11 回 

遂行機能障害（担当：宍戸） 

＜到達目標＞ 

①遂行機能の定義について、その要点を述べることができる。 

②遂行機能の評価と治療方法について理解できる。 

③遂行機能障害を伴う症例に対する治療の実際を概略説明できる。 

第 12-14 回 

半側空間無視（担当：赤堀） 

＜到達目標＞ 

①半側空間無視の治療方法を理解することができる。 

②半側空間無視の介入計画を立てることができる。 

第 15 回 定期テスト（第 1 回から 14 回で学んだ内容について） 

テキスト 

参考書 
・能登真一・編：「高次脳機能作業療法学」第 2 版、医学書院 

評価の方法 レポート課題、定期テストの合計得点が 60 点以上を合格とする。 

授業の形式 

受講上の注意 

座学、グループワークなど 

注）授業の概要については、実施の順番が前後する可能性がある。 

はくほう会医療専門学校赤穂校 



作業療法学科 1 年 

授業科目名 作業学演習Ⅰ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 作業学演習Ⅰ 

担当講師 宍戸 聖弥 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 

・作業活動の準備から作品の完成に至るプロセスを、学生自ら体験学習し、完成す

るまでの時間や難易度などについて学び、作業分析を習得する。 

 

・作業活動を用いることで、 

①対象者の身体的機能・精神的機能・社会的機能のいかなる部分に関与するのか、 

②作業療法士がそれらをいかに治療に結びつけていくのか、を検討する。 

授業の概要 

1．作業学演習について 

《到達目標》 

 ①作業療法における作業活動の役割について理解することができる。 

②自分や他者への作業活動の影響について知ることができる。 

2．作業分析 

《到達目標》 

 ①作業分析と活動分析の違いを理解できる。 

 ②作業に焦点を当てた分析を体験することができる。 

 ③作業と治療の結びつきを理解できる。 

3．革細工 

《到達目標》 

①革細工について作業分析、活動分析を実施できる。 

②必要な道具、手順、方法などを理解し、作品を完成させることができる。 

③作業の方法について、他者に教示することができる。 

④作業療法を実施する上での環境を基礎的なレベルで整えることができる。 

4．ADL 課題の分析 

《到達目標》 

 ①身近な ADL の作業分析ができる。 

 ②身近な ADL を体験し、グループワークにより検討できる。 

テキスト 

参考書 

・作業療法学 ゴールドマスター・テキスト 作業学 メジカルビュー 

・作業活動実習マニュアル 第 2 版 医歯薬出版 

・資料配布等 

評価の方法 ・提出課題（作品及びレポート等） 

授業の形式 

受講上の注意 

・座学、グループワークなど 

・材料費として 500～1000 円が必要。 

はくほう会医療専門学校 赤穂校 



作業療法学科 2 年 

授業科目名 作業学演習Ⅲ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 作業学演習Ⅰ 

担当講師 国近 敏伸 

実務経験 ☑️有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 ・身体障害領域および精神障害領域の作業療法で用いられる代表的な作業活

動の工程を実践し、その作業分析を学習する。 

・障害に応じた作業種目の選択、道具・器具の使い方や工夫、運営・リスク管

理など応用ができるようになる。 

到達目標 ・自ら体験することで各作業活動の身体的・精神的・社会的な治療効果やリ

スク（禁忌）などを答えることが出来る。 

・環境整備や段階付けなど対象者の状態に合わせた活動を選択できるように

なる。 

授業の概要 オリエンテーション 授業の進め方① 

・紙細工（季節のクラフトなど ②③④作品作り） 

・陶芸 ⑤紐づくりの湯飲み 

⑥たたらづくりの平かつどう皿 

⑦ 〃 マグカップか茶碗づくり 

⑧ まとめ 

・編み物⑨⑩⑪⑫片手編み（スプールウィービング） 

    ⑬かぎ針による 作品作り 

    ⑭ 続き 

    ⑮作品づくり 

手工芸・編み物など） 

行った種目に対しての作業分析 

＜到達目標＞ 

 活動に必要な用具や環境設定について答えることができる 

 活動による治療的効果と禁忌、適応する患者像を答えることができる 

テキスト 

参考書 

 

準備するもの 

・作業活動実習マニュアル  医歯薬出版株式会社 

・治療の目で見るレクリエーション 

・配布資料など 

準備するもの：カッター、ハサミ、のり、カッティングボード、かぎ針、毛糸 

材料費：毛糸・かぎ針・陶芸粘土など 

評価の方法 課題レポート 

作品課題 

授業の形式 

受講上の注意 

実技（作品作り）・座学など 
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作業療法学科 1 年 

授業科目名 作業療法評価法Ⅱ 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 作業療法評価法Ⅱ 

担当講師 亀山 一義 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 
クライエントの作業遂行に影響を及ぼす因子の 1 つである筋力低下を理解

し，適切な方法で筋力測定を実施できることを目的とする． 

授業の概要 

1．上肢に対する MMT 

《到達目標》 

 ①：動筋を触診することができる． 

 ②：段階に応じた方法を説明することができる． 

 ③：対象者に MMT を実施することができる． 

 

2．下肢に対する MMT 

《到達目標》 

 ①：動筋を触診することができる． 

 ②：段階に応じた方法を説明することができる． 

 ③：対象者に MMT を実施することができる． 

 

3．頸部および体幹に対する MMT 

《到達目標》 

 ①：動筋を触診することができる． 

 ②：段階に応じた方法を説明することができる． 

 ③：対象者に MMT を実施することができる． 

＊本講義は作業療法評価法Ⅲと連動して実施する． 

テキスト 

参考書 

新・徒手筋力検査法 協同医書出版 

運動療法のための機能解剖学的触診技術（上肢、下肢・体幹） 

評価の方法 実技試験 

授業の形式 

受講上の注意 
座学および実技 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



作業療法学科 2 年 

授業科目名 身体障害治療学Ⅱ 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 2 単位 60 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 身体障害治療学Ⅱ 

担当講師 亀山 一義  宍戸 聖弥  武田 照麻 

実務経験 ☑️ 有   □ 無 《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 

①：疾患から生じる症状や障害を理解することができる． 

②：症状や障害によって引き起こされる作業障害を想定することができる． 

③：作業障害に対し，作業療法プログラムを立案，実施できる． 

授業の概要 1．脳血管障害に対する作業療法（6 コマ：亀山） 

《到達目標》 

 ①：CT，MRI などの画像診断を理解することができる． 

 ②：脳血管障害の病態を理解することができる． 

 ③：回復段階に応じた作業療法評価とプログラム立案ができる． 

 

2．脊髄損傷に対する作業療法（5 コマ：亀山） 

《到達目標》 

 ①：MRI などの画像診断を理解することができる． 

 ②：脊髄損傷レベルに応じた残存機能を理解することができる． 

 ③：脊髄損傷レベルに応じた ADL を理解することができる． 

 

3．神経筋疾患（3 コマ：亀山） 

 多発硬化症，ギラン・バレー症候群，重症筋無力症など 

《到達目標》 

 ①：各疾患の病態，症状を理解することができる． 

 ②：各病期に応じた作業療法を設定することができる． 

 ③：各病期に応じた作業療法プログラムを立案することができる． 

 

4．神経変性疾患に対する作業療法（6 コマ：亀山 2，宍戸 3） 

 パーキンソン病，脊髄小脳変性症，筋萎縮性側索硬化症など 

《到達目標》 

 ①：各疾患の病態，症状を理解することができる． 

 ②：各病期に応じた作業療法を設定することができる． 

 ③：各病期に応じた作業療法プログラムを立案することができる． 

 

5．内部疾患に対する作業療法（3 コマ：武田） 

 心疾患，呼吸器疾患，糖尿病など 

《到達目標》 

 ①：各疾患の病態，症状を理解することができる． 



 ②：各疾患に対する作業療法プログラムが立案することができる．  

 ③：病態および症状に対する日常生活指導方法が選択できる． 

 

6．腰痛症に対する作業療法（2 コマ：武田） 

《到達目標》 

 ①：腰痛の臨床症状を説明することができる． 

 ②：対象者に対する作業療法評価を実施することができる． 

 ③：対象者への介入および生活指導が実施することできる． 

 

7．学外演習（4 コマ：亀山） 

 兵庫県作業療法士学会への参加 

《到達目標》 

 ①：抄録を理解できる． 

 ②：発表内容を理解できる． 

テキスト 

参考書 

標準作業療法学 専門分野 身体機能作業療法学 

標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学 

脳卒中 基礎知識から最新リハビリテーションまで 

評価の方法 筆記試験 

授業の形式 

受講上の注意 
座学 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



作業療法学科 2 年 

授業科目名 身体障害治療学Ⅱ演習 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 身体障害治療学Ⅱ演習 

担当講師 赤堀 将孝 

実務経験 ☑  ️ 有  □ 無  《 関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 骨関節疾患の概要と疾患の知識、評価技術を座学と演習を通して身につける。 

授業の到達目標 １．各疾患の概要について理解し必要性等を口頭にて説明ができる 

２．各疾患について必要な評価項目を列挙し、実践できる 

３．各疾患の時期に応じた治療プログラムを考案できる 

授業の概要 

第１−４回 

上肢の末梢神経損傷、腱損傷について学ぶ。 

＜到達目標＞ 

①末梢神経・腱の回復について理解できる。 

②末梢神経・腱の作業療法を考えることができる。 

第５・６

回 

関節リウマチ及びその類縁疾患について学ぶ。 

＜到達目標＞ 

①関節リウマチの病態について理解できる。 

②関節リウマチの作業療法を考えることができる。 

第７・８

回 

スプリントの作成 

＜到達目標＞ 

①手に適合したスプリントを作成できる。 

②スプリント作成手順が理解できる。 

第９−14

回 

骨折、加齢性関節疾患について学ぶ。 

＜到達目標＞ 

①骨関節疾患の病態について理解できる。 

②骨関節疾患の作業療法を考えることができる。 

テキスト 

参考書 

標準作業療法学 専門分野 身体機能作業療法学 

標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学 

評価の方法 演習課題（スプリント作成、症例検討）：50 点 

筆記試験：50 点 

授業の形式 

受講上の注意 

座学および演習 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法学科・作業療法学科１年 

授業科目名 整形外科学Ⅰ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 整形外科学 

担当講師 高橋 欣吾・古谷 友希 

実務経験 有り 関連資格：医師 

授業の目的 整形外科疾患に関する治療法とその後のリハビリテーションについて理解す

る 

授業の概要 １６．   整形外科の基礎科学（骨） 

１７．   整形外科の基礎科学（関節） 

１８．   整形外科の基礎科学（神経・筋・痛み） 

１９．   診断総論 

２０．   治療学総論 

２１．   軟部組織・骨・関節の感染症 

２２．   リウマチ性疾患 

２３．   慢性関節疾患（退行性・代謝性） 

２４．   四肢循環障害と阻血性壊死疾患 

２５． 先天性骨系統疾患 

２６． 代謝性骨疾患 

２７． 骨腫瘍・神経筋疾患 

２８． 脊椎の疾患（１）頚椎・胸部 

２９． 脊椎の疾患（２）胸椎・腰推 

３０． 定期試験 

テキスト 

参考書 

標準整形外科学 第 14 版 

評価の方法 試験結果による 

授業の形式 

受講上の注意 

座学 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



理学療法・作業療法学科２年 

授業科目名 精神医学Ⅱ 

区分 専門基礎分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 精神医学Ⅱ 

担当講師 塚原健司 

実務経験 ■有 □ 無  関連資格：精神保健福祉士・公認心理士 

授業の目的 ・OT・PT として業務を進めていく上で必要な精神医学の理解を深める。 

授業の概要  

16 薬理学 

17 気分障害 Ⅰ 

18 気分障害 Ⅱ 

19 パーソナリティ障害 Ⅰ 

20 パーソナリティ障害 Ⅱ 

21 摂食障害 

22 神経症性障害 Ⅰ 

23 神経症性障害 Ⅱ 

24 発達障害 Ⅰ 

25 発達障害 Ⅱ 

26 不登校・知的障害  

27 精神障害と生活システム  

28 自殺予防 

29 期末テスト対策 

30 期末テスト 

 

 ・学習の進度や状況によって変更することもあります。 

 ・適時 DVD や事例などの資料も利用して分かり易い講義になるように努力します。 

テキスト 

参考書 

新・精神保健福祉士養成講座 精神疾患とその治療  

日本精神保健福祉士養成校協会(編) 中央法規 

臨床につながる精神医学 渡辺雅幸 医歯薬出版 

評価の方法 出席 (授業態度も含まれます)   ４０％ 

レポート             ３０％ 

期末テスト            ３０％ 

授業の形式 

受講上の注意 

・基本的には講義形式ですがグループワークもあります。積極的な授業への参加を期待

します。 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



作業療法学科 2 年 

授業科目名 精神障害治療学Ⅱ 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 精神障害治療学Ⅱ 

担当講師 大谷 将之 

実務経験 ☑ 有  □ 無  《 関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 ①精神科作業療法において活用できる理論や実践モデル、治療手技を学び、理

解を深める。 

②精神科における就労支援について、モデルや支援方法を学ぶ。 

授業の概要 ・作業遂行の観察の視点を学ぶ 

・精神科を取り巻く就労支援（IPS モデル等）について 

・精神障害を抱える方への地域での支援（ACT 等） 

・精神障害を取り巻く支援モデル（リカバリー・ストレングス）について 

・元気回復行動プラン（ＷＲＡＰ）の概要と実践方法 

・認知行動療法の概要と実践方法 

・ＳＳＴの概要と実践方法 

・様々な治療実践方法（NEAR、SCIT）の紹介 

・理論や実践モデルの必要性について 

・カナダ作業遂行モデルの概要と実践モデルについて 

・人間作業モデルの概要と考え方について 

・作業療法介入プロセスモデル（ＯＴＩＰＭ）について 

・イタリアの精神保健福祉について 

 

テキスト 

参考書 

精神障害と作業療法 第 4 版 

精神障害領域の作業療法 

作業で語る事例報告 

資料配布 

評価の方法 定期試験，レポート 

授業の形式 

受講上の注意 

座学 

復習をしっかりと行ってください。 

分からないことは質問してください。 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



作業療法学科 2 年 

授業科目名 精神障害治療学Ⅱ演習 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期、1 単位、30 時間 

成績評価方法 筆記試験 

 

授業科目名 精神障害治療学Ⅱ演習 

担当講師 中澤太志 

実務経験 ☑️ 有   □ 無 《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 【概要】 

この講義では精神障害での復習を踏まえ、対象者への課題・理解を深め、疾患

別の作業療法介入への思考過程を学ぶ。 

 

【目標】 

1．精神科作業療法の目的を説明できる。 

2．精神障害者の障害特性について説明できる。 

3．各疾患、回復過程に沿った作業療法を説明できる。 

授業の概要 1．オリエンテーション（講義概要） 

2．精神科作業療法について 

3．集団作業療法 

4．統合失調症の作業療法 

5．気分障害の作業療法 

6．神経症の作業療法 

7．摂食障害の作業療法 

8．依存症の作業療法 

9．パーソナリティ障害の作業療法 

10．てんかんの作業療法 

11．各分野における作業療法の現状 

12．グループワーク 

13．グループワーク 

14．グループワーク 

テキスト 

参考書 

精神障害と作業療法 新版 三輪書店 

精神疾患の理解と精神科作業療法 第 2 版 中央法規 

評価の方法 筆記試験 

授業の形式 

受講上の注意 

座学およびグループワーク 

はくほう会医療専門学校赤穂校 



作業療法学科２年 

授業科目名 日常生活活動演習Ⅱ 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 ３０時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 日常生活活動演習Ⅱ 

担当講師 赤堀 将孝 

実務経験 ☑  ️ 有  □ 無  《 関連資格 作業療法士 》 

授業の目的 作業療法士として必要な MTDLP の知識とその用い方を習得する。 

作業療法士の思考過程である動作分析スキルを実習レベル（指導者の指導の元

できるレベル）にする。 

授業の到達目標 １．作業療法士として身につけておくべき MTDLP について理解し、説明でき

る 

２．模擬症例に対して MTDLP を用いて検討をすることができる 

３．動作観察から分析をおこない仮説を立てることができる 

 

授業の概要 
第１〜４回 

生活行為向上マネジメントの概要と解説 

各シートの使い方の説明 

第５〜11 回 

模擬症例２事例を MTDLP を用いて目標設定から、治療計画の

立案までを実施する。 

個人ワーク、グループワーク（ワークと発表）を混ぜながら行

う 

第 12〜14 回 

症例の起居動作やセルフケアの動画視聴から、観察・分析し、

治療計画を立案する。 

※第１〜11 までは、進捗状況に応じて若干前後することがある。 

テキスト 

参考書 

資料は随時配布する。 

参考資料 

１．日本作業療法士協会 作業療法マニュアル 66 生活行為向上マネジメン

ト改訂３版 

 

評価の方法 ・課題１：MTDLP の発表；学生間での相互評価―20 点 

・課題２：動作分析レポート；記載内容の整合性、観察から分析視点の抽出、

治療計画の現実性―30 点 

・定期試験：MTDLP シートの活用―50 点 

授業の形式 

受講上の注意 

・講義と演習を行う 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



作業療法学科 2 年 

授業科目名 発達障害治療学Ⅱ 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 前期 1 単位 30 時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 発達障害治療学Ⅱ 

担当講師 宍戸  聖弥 

実務経験 ☑️ 有   □ 無  《  関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 
①発達障害領域の作業療法に対する知識を深め、作業療法の役割を理解すること。 

②発達障害領域の作業療法評価と治療計画の作成、及び支援の方法を学ぶこと。 

授業の概要 

第 1-2 回 

発達障害領域の作業療法について 

＜到達目標＞ 

①発達障害領域の作業療法の概要を知ることができる。 

②様々な発達障害領域で働く作業療法士の現状を知る。 

第 3-6 回 

応用行動分析に基づくリハビリテーション 

＜到達目標＞ 

①応用行動分析による子ども支援の概要を理解できる。 

②実際に応用行動分析を体験し、基礎を理解することができる。 

第 7-9 回 

作業遂行分析による発達障害領域支援 

＜到達目標＞ 

①発達障害における作業遂行分析の概要を理解できる。 

②子どもの作業遂行分析を実践し、分析することができる。 

第 10-12 回 

脳性麻痺や重症心身障害に関する作業療法 

＜到達目標＞ 

①脳性麻痺や重症心身障害児の概要と基礎を理解できる。 

②様々な脳性麻痺等について作業療法評価や実践が理解できる。 

第 13-14 回 

ダウン症及びデュシェンヌ型筋ジストロフィー等の作業療法 

＜到達目標＞ 

①ダウン症やデュシェンヌ型筋ジストロフィーの概要を理解できる。 

②作業療法の評価や計画・実践を理解することができる。 

第 15 回 定期テスト（第 1 回から 14 回で学んだ内容について） 

テキスト 

参考書 

＜必須＞ 

・イラストでわかる発達障害の作業療法 / 上杉雅之 監：医歯薬出版 

＜参考＞ 

・人間発達とライフサイクル / 辛島千恵子 編：理工図書 

評価の方法 レポート課題、定期テストの得点合計が 60 点以上を合格とする。 

授業の形式 

受講上の注意 
座学、グループワークなど 

はくほう会医療専門学校赤穂校 



作業療法学科２年 

授業科目名 評価実習 

区分 専門分野 

学期、コマ 後期 ３単位 １３５時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 評価実習 

担当講師 評価実習指導者 

授業の目的 身体障害者に対する評価のプロセスを身につける 

授業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 身体障害系医療機関、介護老人保健施設での実習を行う。 

テキスト 

参考書 

 

 

評価の方法 実習地評価及び学生セミナー 

授業の形式 

受講上の注意 

実習、セミナー発表 

 

 

はくほう会医療専門学校赤穂校 

  



作業療法学科２年 

授業科目名 老年期障害治療学 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 ３０時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 老年期障害治療学 

担当講師 赤堀 将孝 

実務経験 ☑  ️ 有  □ 無  《 関連資格 作業療法士  》 

授業の目的 加齢による老化、高齢者の心理的特性、高齢者の活動などを理解した上で、

高齢期障害の特徴、高齢期障害に対する作業療法について理解する。 

授業の到達目標 １．進行していく高齢社会において作業療法士としてのあり方について述べる

ことができる 

２．認知症について理解し、評価から治療までを理解する 

３．認知症サポーターになる 

授業の概要 

第１−３回 

高齢社会の現状 

＜到達目標＞ 

①高齢社会の現状を理解する 

②医療保険制度、介護保険制度を理解できる 

第４−６回 

高齢期の作業療法の実際 

＜到達目標＞ 

①高齢期の作業療法の実際を文献から検討できる 

②作業療法士の実践を述べることができる 

第７−10 回 

認知症の作業療法 

＜到達目標＞ 

①認知症の病態、評価、治療を理解できる 

②新オレンジプランの概要を述べることができる 

第 11・12

回 

認知症サポーター養成講座、地域包括支援センターの OT 

＜到達目標＞ 

①認知症サポーターになる 

②地域包括支援センターOT の役割を理解する 

第 13 回 

第 14・15

回 

・子ども食堂へ参加する 

自らが行ったフードドライブの最終地点を理解する 

①文献検索の方法を学ぶ 

②文献検討から現状の到達点を理解する 

テキスト 

参考書 

標準作業療法学 専門分野 高齢期作業療法学 

随時資料を配布する 



評価の方法 ５回の課題の合計で算出する。 

１．高齢期社会の現状に関する小テスト    25 点 

２．高齢期作業療法の実践に関するレポート  25 点 

３．認知症に関する小テスト         25 点 

４．『認知症サポーター受講して』レポート   10 点 

５．『子ども食堂へ参加して』レポート：コロナウイルスによる見合わせもあり 

中止の場合、高齢期での作業療法介入についての文献検討 15 点 

※４．５．は規定以上の量と期日が厳守できれば上記点数とする 

授業の形式 

受講上の注意 

講義と演習を行う 
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作業療法学科２年 

授業科目名 老年期障害治療学演習 

区分 専門分野 

学期、単位、時間 後期 １単位 ３０時間 

成績評価方法 下欄成績評価方法による 

 

授業科目名 老年期障害治療学演習 

担当講師 作業療法学科教員 

実務経験 あり 関連資格：作業療法士 

授業の目的 作業療法プロセスを再確認すると共に理解を深める。 

評価実習・臨床実習で必要な評価の理解と技術の向上を目指す。 

対象者を前にし、必要な検査の抽出・実施を可能にする。 

実習遂行に必要な最低限の知識の会得を目指す。 

デイサービスでの治療を見学し、実習記録の記載方法や評価から治療における

一連の理解を深める。 

授業の到達目標 １．一定の疾患をもつ模擬患者に対して、教員の助言なしに評価を行うことが

できる 

２．評価実習に必要な知識をもち、口頭にてその必要性を述べることができる 

授業の概要 ・実習ガイドラインに沿って、作業療法における評価の流れ、情報収集や検査

項目の抽出及び目的や意義、遭遇しやすい疾患の理解度を深めるため座学に

て講義を実施する。 

・1・2 年次に学習した評価における検査・測定の基本的な技術を復習する。 

・対象者への検査・測定を臨床での状況を想定して、より高いレベルで実施で

きるように技術の習熟度を高める。 

 

・各検査の確認の実技テストを担当教員が実施する。 

 

・解剖学、運動学、生理学及び、整形疾患、中枢疾患、神経難病、高次脳機能

障害に関する知識の会得のための講義及び筆記テストを行う。 

テキスト 

参考書 

作業療法評価学 

その他適時指定する 

評価の方法 ・実技テスト 

※上記に記載した検査の全てにおいて合格する必要がある。 

・筆記テスト 

※100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

・OSCE(客観的臨床能力試験) 

  模擬患者に対し、患者情報から必要な評価を実施する。 

  （リスク管理やコミュニケーション技法なども含む） 

授業の形式 

受講上の注意 

座学・実技 

はくほう会医療専門学校赤穂校 


